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良
経
と

『

風
雅
集』

試
論

菖
蒲
詠
を
起
点
と
し
て

君

嶋

亜

紀

一

視
点

｢

雨
の
夕
暮｣
か
ら

『

新
古
今
集』

巻
第
三
・
夏
部
の

｢

菖
蒲｣
歌
群

(

二
二
〇
〜
二
二
四)

は
、
藤
原
良
経
の
次
の
歌
か
ら
は
じ
ま
る
。

五
首
歌
人
々
に
よ
ま
せ
侍
り
け
る
時
、
夏
歌
と
て
よ
み
侍
り
け
る

摂
政
太
政
大
臣

う
ち
し
め
り
あ
や
め
ぞ
か
を
る
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
や
五
月
の
雨
の
夕
暮

(『

新
古
今
集』

夏
・
二
二
〇
／

『

秋
篠
月
清
集』

夏
部
・
一
〇
七
七

｢

五
首
の
題
の
中
、
夏
の
心
を｣)

古
典
和
歌
の
菖
蒲
は
、
現
在
い
う
と
こ
ろ
の
初
夏
に
咲
く
紫
の
花
、
ア
ヤ
メ
で
は
な
い
。
水
辺
に
生
え
る
サ
ト
イ
モ
科
の
多
年
草
シ
ョ
ウ
ブ
の

こ
と
で
、
泥
中
に
長
い
根
茎
を
伸
ば
し
、
葉
は
剣
状
、
全
体
に
芳
香
が
あ
り
、
邪
気
を
払
う
と
さ
れ
、
端
午
の
節
句
に
そ
の
葉
を
屋
根
に
葺
い

た
り
、
根
を
贈
っ
た
り
し
た
。
年
中
行
事
と
も
密
接
し
て
定
型
的
な
表
現
を
促
す
こ
う
し
た
題
材
の
も
た
ら
す
制
約
は

『

新
古
今
集』

の
撰
歌

に
も
見
て
取
れ
る
。
同
集
で
は

｢

菖
蒲｣

の
語
は
夏
部
の
四
首
に
加
え
、
哀
傷
や
恋
等
、
計
十
一
首
に
見
え
る

(

１)

。
五
月
五
日
の
節
句
に
直
接
触

れ
て
い
る
歌
が
大
半
で
、
作
者
も
新
古
今
歌
人
は
右
の
良
経
と
続
く
藤
原
俊
成

(

二
二
一)
の
二
首
の
み
、
哀
傷
歌
に
院
政
期
歌
人
が
並
び
、

良
経
と

『

風
雅
集』

試
論
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他
は
平
安
期
の
歌
人
が
占
め
る
、
同
集
の
中
で
は
や
や
古
風
な
題
材
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
良
経
歌
は

『

九
代
集
抄』

が

｢

此
哥
、

五
文
字
よ
り
お
も
し
ろ
き
と
な
り｣

と
注
す
る
よ
う
に
、
初
句
に
ま
ず
皮
膚
感
覚
を
提
示
す
る
表
現
に
新
し
さ
が
あ
る

(

２)

。
俊
成
に

｢

五
月
雨
は

た
く
藻
の
煙
う
ち
し
め
り
し
ほ
た
れ
ま
さ
る
須
磨
の
浦
人｣

(『

千
載
集』

夏
・
一
八
三
／

『

久
安
百
首』

八
二
七)

と
い
う
、
五
月
雨
で

｢

う

ち
し
め
り｣
と
詠
む
先
例
が
あ
る
が
、
こ
の
語
を
初
句
に
置
い
た
の
は
良
経
の
工
夫
で
あ
ろ
う
。
湿
気
に
香
り
立
つ
菖
蒲

(

触
覚
・
嗅
覚)

、

時
鳥
の
声
と
雨
音

(
聴
覚)

、
夕
闇
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
く
視
界

(

視
覚)

を
詠
み
込
む
感
覚
の
融
合
や
、
三
・
四
句
で
本
歌

｢

ほ
と
と
ぎ
す
鳴

く
や
さ
つ
き
の
あ
や
め
草
あ
や
め
も
知
ら
ぬ
恋
も
す
る
か
な｣
(『

古
今
集』

恋
一
巻
頭
・
四
六
九
・
読
人
不
知)

と
連
接
す
る
こ
と
で
四
季
歌

に
恋
の
気
分
を
手
繰
り
寄
せ
る
本
歌
取
り
の
手
法
な
ど
、
一
首
は
新
古
今
時
代
の
特
徴
的
な
歌
風
を
備
え
て
い
る
。
軒
の
菖
蒲
の
存
在
を
そ
の

香
だ
け
で
表
し
、
五
月
雨
時
の
湿
潤
な
情
景
に
恋
の
気
分
を
揺
曳
さ
せ
た
良
経
詠
の
新
し
さ
は
際
立
っ
て
い
る
。

藤
原
為
家
の

『

詠
歌
一
躰』

は

｢
ぬ
し�
あ
る
事｣

、
い
わ
ゆ
る
制
詞
と
し
て
、
こ
の
歌
の

｢

あ
や
め
ぞ
か
を
る｣

と

｢

雨
の
夕
暮｣

の

句
を
挙
げ
る

(

３)

。『

八
代
集
抄』

は
本
歌
の
詞
を
用
い
な
が
ら
こ
の
両
句
に
よ
っ
て

｢

全
篇
新
し
く
幽
玄
優
美
の
躰
と
成
侍
に
や
。
尤
制
の
詞
也｣

と
賞
す
る
。
一
〜
四
句
に
積
み
重
ね
た
情
景
を
鮮
や
か
に
ま
と
め
る
結
句

｢

雨
の
夕
暮｣

、
端
午
の
節
句
の
習
俗
や
実
態
に
触
れ
ず

(

４)

、
た
だ
清

冽
に
そ
の
香
の
み
を
捉
え
た
二
句

｢

あ
や
め
ぞ
か
を
る｣
、
こ
の
歌
の
中
で
こ
そ
生
き
る
、
制
詞
に
ふ
さ
わ
し
い
両
句
で
あ
る
。『

詠
歌
一
躰』

の
列
挙
す
る
制
詞
の
例
は
新
古
今
時
代
の
歌
句
が
大
半
で
あ
る
点
に
お
い
て
も
、
当
該
歌
は
後
世
、
新
古
今
時
代
を
代
表
す
る
歌
の
一
と
し
て

享
受
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、｢

あ
や
め
ぞ
か
を
る｣

の
句
は
良
経
歌
以
後
、
近
世
の
二
例

(

松
永
貞
徳

『

逍
遊
集』

七
五
五
、
加
藤
千
蔭

『

う
け
ら
が
花』

三
七
五)

し
か
見
出
せ
な
い
よ
う
だ
が
、｢

雨
の
夕
暮｣

の
句
は
京
極
派
が
好
み
用
い
て
い
る
。『

新
編
国
歌
大
観』

に
よ
れ
ば
、
こ
の
句
の
用

例
は
慈
円
に
多
く
、
定
家
、
後
鳥
羽
院
、
雅
経
、
実
朝
、
順
徳
院
等
、
新
古
今
時
代
か
ら
建
保
期
頃
ま
で
散
見
す
る
。『

詠
歌
一
躰』

の
影
響

か
、
鎌
倉
中
期
に
は
あ
ま
り
例
が
見
え
な
い
が
、
京
極
派
の
歌
で
復
活
、
以
降
の
作
例
は

『

文
保
百
首』

の
三
首

(

二
条
派
系
の
歌
人
と
さ
れ

る
道
順
・
為
実
と
京
極
派
系
の
歌
人
公
顕
の
歌)

中
の
二
首
を
除
き
、
ほ
ぼ
京
極
派
に
集
中
す
る
。
こ
の
句
の
勅
撰
集
へ
の
入
集
も

『

新
古
今

六
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集』

の
良
経
歌
以
後
で
は

『

玉
葉
集』

『

風
雅
集』

の
次
の
四
首
の
み
で
あ
る
。

つ
ね
よ
り
も
涙
か
き
く
ら
す
を
り
し
も
あ
れ
草
木
を
み
る
も
雨
の
夕
暮

(『

玉
葉
集』

恋
二
・
一
四
七
二

永
福
門
院)

み
ぬ
世
ま
で
思
ふ
も
さ
び
し
い
そ
の
か
み
ふ
る
の
山
辺
の
雨
の
夕
暮

(『

風
雅
集』

雑
中
・
一
六
九
四

藤
原
有
家)

大
井
河
は
る
か
に
み
ゆ
る
橋
の
う
へ
に
行
く
人
す
ご
し
雨
の
夕
暮

(『

風
雅
集』

雑
中
・
一
七
三
〇

京
極
為
兼)

や
ま
も
と
や
い
ほ
の
軒
端
に
雲
お
り
て
田
面
さ
び
し
き
雨
の
夕
暮

(『

風
雅
集』

雑
中
・
一
七
七
一

足
利
尊
氏)

い
ず
れ
も
四
季
で
は
な
く
恋
・
雑
部
に
採
っ
て
い
る
点
は
、
制
詞
で
あ
る
こ
と
を
多
少
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
京
極
派
で
は
他
に
も
、

伏
見
院
２

(

と
も
に
春
歌
／
以
下
、
算
用
数
字
は
歌
数)

、
永
福
門
院
・
光
厳
院
・
進
子
内
親
王
・
正
親
町
忠
季
各
１
等
の
例
が
あ
り
、
こ
の

う
ち
伏
見
院
の
春
の
歌
、

う
ち
し
め
り
み
ど
り
の
梢
の
ど
か
に
て
藤
の
色
こ
き
雨
の
夕
暮

(『

伏
見
院
御
集』

二
二
四
七)

は
、
良
経
歌
と
同
じ
初
句
・
五
句
を
用
い
な
が
ら
、
夕
暮
の
雨
で
視
界
を
閉
ざ
し
て
い
く
同
歌
と
異
な
り
、
夕
暮
の
雨
に
滲
む
色
彩
に
富
ん
だ

晩
春
の
景
を
詠
出
し
て
い
る
。
な
お
、
下
っ
て
南
朝
の
天
授
二

(

一
三
七
六)

、
三
年
に
長
慶
天
皇
歌
壇
で
詠
進
さ
れ
た

『

天
授
千
首』

に
三

首
の
例

(

長
慶
天
皇
千
首
１
・
宗
良
親
王
千
首
２
、
い
ず
れ
も
山
家
の
情
景
を
詠
む)

が
見
え
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る

(

５)

。

岩
佐
美
代
子
氏
は
右
の

『

玉
葉
集』

の
一
首
に
つ
い
て
、
為
兼
が
制
詞
の
禁
を
冒
し
て
こ
の
歌
を
同
集
に
入
集
せ
し
め
た
こ
と
を
、
こ
れ
を

踏
襲
し
た

『

風
雅
集』

の
三
例
よ
り
も
は
る
か
に
価
値
あ
る
も
の
と
評
価
し
て
い
る

(

６)

。『

玉
葉
集』

の
先
蹤
と
し
て
の
価
値
は
大
き
い
が
、
こ

こ
で
は
叙
景
的
な
歌
を
三
首
採
っ
た

『

風
雅
集』

に
注
目
し
た
い
。
い
ず
れ
も

｢

さ
び
し｣

｢

す
ご
し｣

と
詠
む
歌
で

｢

雨
の
夕
暮｣

が
一
定

の
嗜
好
の
も
と
に
撰
ば
れ
て
い
る
と
み
え
る
。
三
首
の
う
ち
一
首
は
新
古
今
歌
人
藤
原
有
家
の
歌
で
、
詞
書
に

｢

元
久
元
年

(

一
二
〇
四)

七

月
北
野
社
歌
合

(

未
詳)

に
、
暮
山
雨
を｣

(

括
弧
内
は
稿
者
注)

と
あ
り
、
良
経
よ
り
後
の
例
。
初
二
句
が
同
じ
く

『

風
雅
集』

雑
上
に
採

ら
れ
た

『

六
百
番
歌
合』

の
良
経
詠

｢

み
ぬ
世
ま
で
思
ひ
残
さ
ぬ
な
が
め
よ
り
昔
に
か
す
む
春
の
あ
け
ぼ
の｣

(

一
四
三
五)

も
想
起
さ
せ
る
、

良
経
の
面
影
の
あ
る
一
首
で
あ
る
。
他
の
二
首
が
為
兼
、
尊
氏
と
い
う
同
集
の
重
要
歌
人
の
作
で
あ
る
こ
と
も
併
せ
、｢

雨
の
夕
暮｣

の
撰
入

良
経
と

『

風
雅
集』

試
論

六
三



は
新
古
今
歌
人
良
経
を
髣
髴
さ
せ
る
も
の
、
良
経
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
も
捉
え
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
か
ら

『

風
雅
集』

と
良
経
と
い
う
視
点
を
設

け
て
み
た
い

(

７)

。

二

軒
詠
の
系
譜

良
経
の

『

秋
篠
月
清
集』

に
は

｢

菖
蒲｣

を
詠
む
歌
が
十
一
首
見
出
せ
る

(

８)

。
こ
の
う
ち
勅
撰
集
に
採
ら
れ
た
の
は
二
首
、『

新
古
今
集』

の

｢

う
ち
し
め
り｣

詠
に
加
え
、
も
う
一
首
は

『

風
雅
集』

に
採
ら
れ
た
次
の
歌
で
あ
る
。

雨
晴
る
る
軒
の
し
づ
く
に
影
み
え
て
あ
や
め
に
す
が
る
夏
の
夜
の
月

(『

風
雅
集』

夏
・
三
八
一
／

『

秋
篠
月
清
集』

五
一
八
、
南
海
漁
夫
百
首
・
夏)

南
海
漁
夫
百
首
は
建
久
五
年

(

一
一
九
四)
八
月
以
前
の
成
立
と
推
定
さ
れ
る

(

９)

。
建
久
六
年
二
月
良
経
家
五
首
歌
会

(�)

の
詠
と
さ
れ
る

｢

う
ち
し

め
り｣

詠
と
併
せ
、
と
も
に
良
経
の
歌
歴
で
は
前
半
、
九
条
家
歌
壇
を
主
催
し
て
新
風
を
模
索
し
て
い
た
建
久
期
に
、
時
期
を
接
し
て
詠
ま
れ

た
歌
で
あ
る
。
た
だ
し

｢

雨
晴
る
る｣

詠
は
菖
蒲
の
香
を
詠
ま
な
い
。
雨
が
上
が
り
、
軒
先
を
し
た
た
る
雫
が
き
ら
め
く
、
そ
れ
は
月
の
光

軒
に
葺
い
た
菖
蒲
の
葉
先
に
す
が
る
よ
う
な
夏
の
夜
の
月
よ
、
と
い
う
視
覚
的
な
歌
で
、
古
歌
摂
取
も
な
く
、
室
内
か
ら
夏
の
夜
の
雨
上

が
り
の
情
景
を
捉
え
た
、
す
っ
き
り
と
し
た
叙
景
歌
で
あ
る
。
軒
に
葺
い
た
菖
蒲
を
つ
た
い
落
ち
る
五
月
雨
の
雫
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
、
平
安

期
に

｢

五
月
雨
の
い
つ
か
過
ぎ
て
も
あ
や
め
草
軒
の
し
づ
く
は
雨
と
見
え
け
り｣

(『

赤
染
衛
門
集』

六
〇
二

｢

あ
や
め｣)

、｢

つ
れ
づ
れ
と
音

た
え
せ
ぬ
は
五
月
雨
の
軒
の
あ
や
め
の
し
づ
く
な
り
け
り｣

(『

後
拾
遺
集』
夏
・
二
〇
八
・
橘
俊
綱)

の
先
例
が
あ
り
、
そ
の
雫
に
月
の
光
が

映
る
と
加
え
た
と
こ
ろ
が
良
経
歌
の
工
夫
と
な
っ
て
い
る
。

良
経
は
の
ち
に
も
、
軒
の
菖
蒲
を
通
し
て
月
を
見
る
、
同
じ
視
線
の
歌
を
詠
ん
で
い
る

(�)
。

五
月
雨
の
雲
間
待
ち
い
で
て
も
る
月
は
軒
の
あ
や
め
に
く
も
る
な
り
け
り

(『

秋
篠
月
清
集』

七
二
五
、
正
治
初
度
百
首
・
夏)

六
四



五
月
雨
の
晴
れ
間
を
捉
え
る
と
い
う
設
定
も
共
通
し
て
い
る
。
菖
蒲
に
限
ら
ず
、｢

軒｣

や

｢

軒
端｣

(

以
下
ま
と
め
て

｢

軒｣

詠
と
称
す
る)

を
詠
む
歌
は

『

秋
篠
月
清
集』

に
四
十
三
首
あ
り
、
好
ん
だ
素
材
と
い
え
よ
う
。｢

軒｣

詠
は
こ
の
時
代
、
流
行
し
た
。
目
安
と
し
て

『

八
代

集
総
索
引』

(

新
日
本
古
典
文
学
大
系)

に
よ
り
分
布
を
み
る
と
、｢

軒｣

は
後
撰
集
１
、
後
拾
遺
集
３
、
金
葉
集
２
、
千
載
集
５
、
新
古
今
集

９
、｢

軒
端｣
は
金
葉
集
２
、
千
載
集
６
、
新
古
今
集
６
。
勅
撰
集
で
は
千
載
集
か
ら
新
古
今
集
に
か
け
て
増
加
し
た
素
材
と
確
認
さ
れ
る
。

良
経
の

｢

軒｣
詠
四
十
三
首
の
う
ち
勅
撰
集
入
集
歌
は
五
首

(

続
後
撰
・
玉
葉
・
風
雅
・
新
千
載
・
新
続
古
今
の
各
集)

、
こ
の
う
ち

『

風
雅

集』

に
採
ら
れ
た

｢
雨
晴
る
る｣

詠
も
軒
を
舞
台
に
し
て
そ
こ
に
展
開
す
る
景
を
詠
む
歌
と
捉
え
、｢

軒｣

詠
の
系
譜
に
位
置
づ
け
て
み
た
い
。

｢

軒｣

詠
に
つ
い
て
は
川
平
ひ
と
し
、
中
川
博
夫
、
稲
田
利
徳
各
氏
の
論
が
あ
り

(�)

、
新
古
今
時
代
と
京
極
派
の
例
を
軸
に
注
目
さ
れ
て
き
た
。

川
平
氏
は

｢

軒｣

を

｢

窓｣
｢

戸｣
な
ど
と
同
様
の

〈

住
居
系〉

の
歌
語
群
に
位
置
づ
け
、
新
古
今
時
代
と
玉
葉
集
・
京
極
派
の

｢

軒｣

詠
を
、

〈

詩
的
主
体〉

の

〈

視
点〉

と

｢

隠
者
的
―
草
庵
的
な
表
現
様
式｣

と
い
う
視
点
か
ら
考
察
す
る
。
中
川
氏
は
勅
撰
集
の

｢

軒｣

詠
を
概
観
し
、

軒
に
直
接
接
触
す
る
景
物
か
ら
軒
下
や
軒
近
く
の
景
物
と
の
詠
み
併
せ
が
増
え
て
い
く
過
程
を
追
う
。
そ
し
て
軒
端
を
定
点
な
い
し
経
過
点
と

し
て
視
線
を
遠
く
へ
及
ぼ
す
と
こ
ろ
か
ら

｢

遠
景
を
叙
す
る
機
能｣

を
も
つ
軒
の
歌
が

〈

山
里
志
向〉

(

＝
山
里
隠
棲
あ
る
い
は
山
中
閑
居
へ

の
志
向)

と
相
俟
っ
て
発
展
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、
軒
は
新
古
今
新
風
歌
人
た
ち
が
試
行
し
、
新
古
今
集
に
は
入
集
せ
ず
、
京
極
派
が
受
け

継
い
だ

｢

空
間
を
立
体
的
に
把
握
し
、
そ
こ
に
時
間
の
推
移
を
導
入
し
て
、
自
然
の
変
化
を
多
重
に
表
現
す
る
方
法｣

の
中
で
重
要
な
素
材
と

し
て
多
用
さ
れ
た
と
結
論
づ
け
る
。
稲
田
氏
は

｢

軒
端
に
ち
か
き
山｣

の
圧
縮
表
現
で
あ
る

｢

軒
端
の
山｣

に
注
目
、｢

軒
端
の
山
・
嶺
・
岡｣

系
列
の
措
辞
は

｢

山
里
や
深
山
に
住
居
を
構
え
る
作
中
主
体
の
隠�
的
な
環
境
や
心
情｣

を
喚
起
す
る
と
い
う
共
通
認
識
が
、
正
治
・
建
仁
頃

の
新
古
今
歌
壇
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
、
具
体
的
な
用
例
分
析
を
も
と
に
論
じ
る
。
さ
ら
に

｢

軒
端
の
山｣

系
列
の
措
辞
は
、｢

素
材

的
に
も
表
現
的
に
も
、｢

新
古
今
集｣

か
ら
洩
れ
て
い
る
新
古
今
歌
人
の
歌
か
ら
、
彼
ら
の
詠
歌
理
念
に
マ
ッ
チ
し
た
歌
を
見
出
し
、
そ
れ
を

粉
本
に
し
て
京
極
派
ら
し
い
味
を
出
そ
う
と
す
る｣

京
極
派
の
詠
歌
手
法

(�)
に
該
当
す
る
も
の
と
言
及
し
て
い
る
。
三
氏
の
論
よ
り

｢

軒｣

を
め

ぐ
っ
て
、｢

主
体
の
視
点｣

(

と
く
に
室
内
か
ら
の
視
線)

、｢

山
里
志
向｣

(

隠�
志
向
、
隠
者
的
な
主
体
の
設
定)

、｢

新
古
今
時
代
の
試
み
か

良
経
と

『

風
雅
集』

試
論

六
五



ら
京
極
派
へ
の
展
開｣

と
い
う
論
点
を
見
出
せ
よ
う
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
以
下
、
良
経
の

｢

軒｣

詠
を
見
渡
し
た
う
え
で
、｢

山
里
志

向｣
と

｢

京
極
派
へ
の
展
開｣

の
二
点
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
た
い

(�)

。

『

秋
篠
月
清
集』

の

｢

軒｣

詠
四
十
三
首
で
、
軒
と
取
り
合
わ
せ
て
い
る
素
材
を
列
挙
す
る
と
、

[

天
象]
雨
17

(

五
月
雨
９
・
時
雨
３
・
他
の
雨
５)

風
・
月
11

雪
６

雫
・
露
３

玉
水
２

[

植
物]

梅
６

松
・
橘
５

菖
蒲
４

忍
草
３

杉
２

正
木
・
真
木
・
荻
１

[

動
物]

時
鳥
４

鶯
・
狐
・
蜘
蛛
・
蛍
１

と
な
り
、
五
月
雨

(
景
物
の
取
り
合
わ
せ
か
ら
五
月
雨
と
わ
か
る
も
の
も
含
む)

を
中
心
に
雨

(

及
び
そ
れ
に
伴
う
雫
・
玉
水)

と
、
風
、
月

が
と
く
に
多
い
。
ま
た
題
や
部
立
、
景
物
か
ら
季
節
の
わ
か
る
歌
を
数
え
る
と
、
春
６
、
夏
16
、
秋
５
、
冬
７

(

春
・
夏
は
各
々
一
首
ず
つ
祝

部
の�
風
歌
を
含
む)

と
な
り
、
五
月
雨
・
菖
蒲
・
橘
・
時
鳥
等
を
詠
む
夏
の
歌
が
突
出
し
て
い
る
。
定
数
歌
で
は
春
・
秋
の
歌
数
の
方
が
多

い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
夏
歌
へ
の
集
中

(
冬
歌
も
多
い)

は
注
目
さ
れ
よ
う
。
夏
の
歌
で
雨
・
雫
・
月
を
詠
む

｢

雨
晴
る
る｣

詠
は
、
良
経
の

｢

軒｣

詠
の
中
で
中
心
的
な
季
節
・
素
材
を
扱
っ
た
歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

当
該
歌
は
良
経

｢

軒｣

詠
の
詠
歌
時
期
の
分
布
か
ら
み
て
も
中
心
的
な
時
期
に
詠
ま
れ
て
い
る
。『

秋
篠
月
清
集』

は
前
半
に
十
一
の
定
数

歌
を
ほ
ぼ
成
立
年
順
に
収
め
、
後
半
は
部
類
歌
に
な
っ
て
い
る
。
次
に
そ
の
出
典
ご
と
に

｢

軒｣

詠
の
数
を
列
挙
し
て
み
る

(

定
数
歌
は
お
お

よ
そ
の
成
立
年
順
に
並
べ
替
え
た)

。

[

定
数
歌]

花
月
百
首
０

二
夜
百
首
１

十
題
百
首
７

六
百
番
歌
合
１

南
海
漁
夫
百
首
２

治
承
題
百
首
６

西
洞
隠
士
百
首
４

正
治
初
度
百
首
１

院
無
題

(

老
若)

五
十
首
１

院
句
題
五
十
首
２

千
五
百
番
歌
合
３

[

部
類
歌]

春
１

夏
４

秋
２

冬
３

祝
２

恋
１

旅
０

雑
２

哀
傷
・
無
常
・
神�
・
釈
教
０

出
典
別
で
は
十
題
百
首
・
治
承
題
百
首
が
と
く
に
多
く
、
西
洞
隠
士
百
首
が
次
ぐ
。
い
ず
れ
も
建
久
期
の
詠
作
で
、｢

軒｣

詠
は
九
条
家
歌
壇

を
主
催
し
た
建
久
期
に
盛
ん
に
試
み
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
南
海
漁
夫
百
首
の

｢
雨
晴
る
る｣

詠
も
こ
の
時
期

(

十
題
・
治
承
題
両
百
首
の

間)

に
位
置
す
る
。

六
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西
洞
隠
士
百
首
は
建
久
七
年

(

一
一
九
六)

十
一
月
二
十
五
日
の
政
変
に
よ
る
九
条
家
失
脚
後
の
失
意
の
時
期
の
詠
。｢

西
洞
隠
士｣

と
い

う
設
定
で
百
首
全
体
に
山
家
・
隠�
へ
の
志
向
が
強
く
、｢

軒｣

の
使
用
は
首
肯
さ
れ
る
。
一
方
、
治
承
題
百
首
は
神�
五
首
中
一
首
目
に
建

久
六
年
二
月
公
卿
勅
使
と
し
て
伊
勢
神
宮
に
発
遣
さ
れ
た
折
の
詠
を
含
む
こ
と
か
ら
、
同
年
三
月
以
降
、
同
七
年
十
一
月
の
政
変
以
前
の
詠
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
父
兼
実
が
治
承
二
年

(

一
一
七
八)

に
主
催
し
た
右
大
臣
家
百
首
の
歌
題
を
詠
む
も
の
で
、
家
の
百
首
を
踏
襲
す
る
意
識

が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
十
題
百
首
は
建
久
二
年
閏
十
二
月
四
日
、
良
経
邸
で
披
講
さ
れ
た
。
政
教
性
の
強
い
歌
が
多
く
、
文
治
六
年

(

一
一
九

〇)

正
月
に
後
鳥
羽
天
皇
に
入
内
し
た
妹
任
子
へ
の
期
待
と
予
祝
が
背
景
に
あ
る
と
さ
れ
る

(�)

。
十
題
・
治
承
題
両
百
首
は
、
と
も
に
摂
関
家
の

家
嫡
と
し
て
前
途
を
意
識
し
た
前
向
き
な
心
境
の
時
に
詠
ま
れ
た
百
首
で
、
こ
う
し
た
政
治
性
の
強
い
詠
歌
の
場
に
、
山
里
志
向
を
呼
び
込
む

よ
う
な

｢

軒｣

詠
が
浮
上
し
て
く
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
の
傾
向
は
良
経
の
山
里
な
い
し
隠�
志
向
が
、
摂
関
家
家
嫡
と
し
て
の
意
識

と
表
裏
一
帯
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

中
世
の

｢

軒｣

詠
一
般
と
同
様
、
良
経
の
｢

軒｣

詠
四
十
三
首
に
お
い
て
も
、
趣
向
と
し
て
目
に
立
つ
の
は
山
家
と
い
う
設
定
の
見
え
る
歌

で
あ
る
。
試
み
に
題
に

｢

山
家｣

と
あ
る
も
の
、｢
山
里｣

｢

庵｣

他
、
都
外
の
住
居
を
示
す
素
材
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
も
の
を
数
え
る
と
、

少
な
く
と
も
十
七
首
ほ
ど
が
該
当
す
る
。
例
を
挙
げ
て
、
軒
の
あ
る
山
家
の
情
景
は
ど
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
の
か
み
て
い
き
た
い
。

①
野
中
な
る
蘆
の
ま
ろ
や
に
秋
す
ぎ
て
か
た
ぶ
く
軒
に
雪
お
も
る
な
り

(『

秋
篠
月
清
集』

冬
部
・
一
三
二
二

｢

野
亭
深
雪｣)

②
五
月
雨
に
柴
の
庵
は
か
た
ぶ
き
て
軒
の
し
づ
く
の
ほ
ど
ぞ
み
じ
か
き

(『

秋
篠
月
清
集』

四
二
二
、
治
承
題
百
首
・
五
月
雨)

③
軒
近
き
真
木
の
梢
に
ゐ
る
雲
の
か
さ
な
る
ま
ま
に
五
月
雨
の
空

(『

秋
篠
月
清
集』

夏
部
・
一
〇
六
六

｢

山
家
五
月
雨｣)

④
山
お
ろ
し
の
吹
き
そ
ふ
ま
ま
に
雪
落
ち
て
軒
端
の
岡
に
な
び
く
白
雲

(『

秋
篠
月
清
集』

六
七
三
、
西
洞
隠
士
百
首
・
冬)

①
は
文
治
五
年

(

一
一
八
九)

十
二
月
良
経
家
雪
十
首
歌
合
の
歌
で
、
良
経
の

｢

軒｣

詠
で
詠
歌
年
次
の
わ
か
る
最
も
早
い
例
。
前
年
二
月

の
兄
良
通
の
死
後
、
良
経
が
家
嫡
に
な
っ
て
主
催
し
た

(

記
録
に
残
る)

最
初
の
歌
合
で
、
山
野
の

｢

軒｣

詠
は
良
経
の
和
歌
活
動
の
始
発
期

か
ら
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
歌

｢

夕
さ
れ
ば
門
田
の
稲
葉
お
と
づ
れ
て
蘆
の
ま
ろ
や
に
秋
風
ぞ
吹
く｣

(『

金
葉
集』

秋
・
一
七
三
・
源

良
経
と

『

風
雅
集』

試
論

六
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経
信)

に
も
と
づ
き
上
句
に
蘆
葺
き
の
家
を
設
定
し
、
そ
の
秋
の
景
か
ら
下
句
の
冬
の
景
へ
展
開
さ
せ
た
、
本
歌
の
時
間
を
経
過
さ
せ
る
型
の

本
歌
取
り
で
、
下
句
の

｢

か
た
ぶ
く
軒｣

、｢

雪
お
も
る
な
り｣

は
と
も
に
新
し
い
表
現
で
あ
る

(�)

。
粗
末
な

｢

蘆
の
ま
ろ
や｣

の
傾
い
た
軒
が
雪

の
重
み
で
拉
げ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
さ
ま
を
詠
む
①
に
対
し
、
②
で
は
粗
末
な
草
庵

｢

柴
の
庵｣

が
五
月
雨
の
雨
量
で
傾
い
た
さ
ま
を
、
軒
の

雫
の
落
下
す
る
距
離
で
表
し
て
い
る
。
と
も
に
外
か
ら
の
視
線
で
山
野
の
住
居
を
描
写
し
た
絵
画
的
な
歌
で
あ
る

(�)

。
な
お
、
治
承
題
百
首
の

｢

五
月
雨｣

題
の
歌
は
五
首
中
三
首
に

｢

軒｣

が
詠
ま
れ
て
い
る
。

対
し
て
③
④
は
、
室
内
か
ら
軒
を
通
し
て
外
界
の
広
い
景
を
見
て
い
る
歌
で
あ
る
。
③
は
軒
近
く
に
見
え
る
真
木

(

杉
や
檜
等)

の
梢
に
迫

る
よ
う
に
雲
が
低
く
垂
れ
こ
め
、
そ
の
雲
の
重
な
り
の
先
に
見
え
る
空
か
ら
五
月
雨
が
降
り
出
す
。
④
は
山
か
ら
吹
き
下
ろ
す
激
し
い
風
に
屋

根
に
積
も
っ
た
雪
が
吹
き
下
ろ
さ
れ
、
軒
先
に
見
え
る
岡
に
白
雲
が
た
な
び
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
い
い
、
風
に
流
れ
る
雪
を
白
雲
に
見

立
て
て
い
る
。｢

軒
端
の
岡｣

は
良
経
が
当
該
歌

(

西
洞
隠
士
百
首)

以
前
に
主
催
し
た

『

六
百
番
歌
合』

の
家
隆
の
歌

｢

思
ひ
か
ね
な
が
む

れ
ば
又
夕
日
さ
す
軒
端
の
岡
の
松
も
う
ら
め
し｣

(

一
〇
四
四

｢

寄
木
恋｣

、
良
経
と
番
い
持
／

『

新
勅
撰
集』

恋
五
・
九
九
四
に
入
集
／

『

壬

二
集』

三
八
七
で
は
初
句

｢

思
ひ
わ
び｣)

が
初
出
で
、
新
古
今
時
代
を
中
心
に
散
見
す
る

(�)

。｢

雪
落
ち
て｣

は

｢

折
二

梅
花
一

而
挿
レ

頭
、
二
月

之
雪
落
レ

衣｣
(『

和
漢
朗
詠
集』

上
・
春
・
子
日
・
三
〇
・
尊
敬)

、｢

百
花
落
如
レ

雪｣
(『

白
氏
文
集』

巻
六
・
〇
二
三
九

｢

晩
春
沽
レ

酒｣)

等

に
通
じ
る
、
軒
先
に
散
る
落
花
を
思
わ
せ
る
漢
詩
的
な
表
現
で
あ
ろ
う
か
。
③
④
と
も

｢

か
さ
な
る
ま
ま
に｣

｢

吹
き
そ
ふ
ま
ま
に｣

と
時
間

経
過
に
伴
う
天
候
の
変
化
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
軒
と
い
う
一
点
を
見
つ
め
続
け
る
詠
歌
主
体
の
姿
が
浮
か
ぶ
歌
で
あ
る
。

以
上
、
軒
を
通
し
て
外
を
見
る
視
線
と
、
そ
の
人
物
の
い
る
家
自
体
を
山
野
の
景
観
の
中
に
捉
え
よ
う
と
す
る
外
側
か
ら
の
視
線
が
交
錯
し
、

閑
居
の
情
景
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。
良
経
が
心
を
遣
る
場
と
し
て
山
里
の
閑
居
の
空
間
を
想
像
す
る
と
き
、｢

軒｣

は
そ
の
場
の
重
要
な
構

成
要
素
に
な
っ
て
い
る
。｢

雨
晴
る
る｣

詠
の
舞
台
は
都
と
も
山
家
と
も
読
め
る
が
、
軒
先
の
菖
蒲
の
雫
に
映
る
月
光
と
い
う
絵
画
的
構
図
と
、

雨
後
の
情
景
と
い
う
時
間
経
過
、
右
に
み
た
特
徴
を
兼
ね
備
え
た
、
い
わ
ば
動
画
的
な
歌
と
な
っ
て
い
る
。

六
八



三

良
経
か
ら
京
極
派
へ

と
こ
ろ
で
、
軒
近
く
の
梢
か
ら
遠
く
の
空
へ
、
雲
の
重
な
り
の
先
に
五
月
雨
の
空
を
見
出
す
良
経
の
③
は
、
幾
重
に
も
立
ち
重
な
っ
た
夕
霞

の
果
て
が
雨
に
な
っ
て
い
た
と
詠
む
伏
見
院
の
歌

｢

山
の
端
も
消
え
て
い
く
へ
の
夕
霞
か
す
め
る
果
て
は
雨
に
な
り
ぬ
る｣

(『

玉
葉
集』

春
上
・

九
七)

を
想
起
さ
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。
良
経
は
十
題
百
首
の
歌

｢

昨
日
今
日
千
里
の
空
も
ひ
と
つ
に
て
軒
端
に
く
も
る
五
月
雨
の
宿｣

(

二
〇

三
・
天
象)

で
も
、
空
一
面
を
覆
う
五
月
雨
の
雲
が
軒
先
に
迫
っ
て
く
る
情
景
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の

｢

軒
端
に
く
も
る｣

は
用
例
の
少
な
い

語
句
で
当
該
歌
が
初
出
、
伏
見
院
も

｢

吹
き
は
ら
ふ
松
の
う
へ
よ
り
降
り
そ
ひ
て
軒
端
に
く
も
る
雪
の
山
風｣

(

御
集
・
一
六
六
二

｢

冬
山
家｣)

と
詠
ん
で
い
る

(

他
は
雅
経
・
実
陰
の
み)

。
伏
見
院
は

｢

雨
の
夕
暮｣

も
詠
ん
で
お
り

(

↓
一
節)

、
他
に
も
複
数
の
軒
を
め
ぐ
る
表
現
を
良

経
か
ら
継
承
し
て
い
る
。
こ
こ
で
や
や
煩
雑
に
な
る
が
、
良
経
か
ら
京
極
派
に
継
承
さ
れ
た
軒
を
め
ぐ
る
表
現
を
見
渡
し
て
み
た
い
。

⑤
た
づ
ね
こ
む
人
知
ら
ぬ
ま
で
な
り
ぬ
べ
し
軒
端
を
と
づ
る
峰
の
杉
む
ら

(『

秋
篠
月
清
集』

二
四
八
、
十
題
百
首
・
木
部)

⑥
深
き
夜
の
階は

し

に
し
た
だ
る
秋
の
雨
の
音
た
え
ぬ
れ
ば
軒
端
も
る
月

(『

秋
篠
月
清
集』

九
七
二
、
院
句
題
五
十
首
・
雨
後
月)

⑦
暗
き
夜
の
窓
う
つ
雨
に
お
ど
ろ
け
ば
軒
端
の
松
に
秋
風
ぞ
吹
く

(『

秋
篠
月
清
集』

秋
部
・
一
二
二
九

｢

秋
夜
に｣)

⑧
も
り
か
は
る
軒
端
の
月
に
雲
す
ぎ
て
時
雨
を
残
す
庭
の
松
風

(『

秋
篠
月
清
集』

五
四
二
、
南
海
漁
夫
百
首
・
冬)

ま
ず
、
良
経
が
初
出
の
表
現
で
は
⑤
の

｢

軒
端
を
と
づ
る｣

も
、
伏
見
院
に

｢

山
か
げ
や
ち
か
き
松
さ
へ
消
え
は
て
ぬ
軒
端
を
と
づ
る
秋
の

夕
霧｣

(

御
集
・
八
五
七)

と
い
う
例
が
見
え
る
。
⑤
の
鬱
蒼
と
し
た
杉
林
に
囲
ま
れ
た
庵
の
情
景
に
対
し
、
伏
見
院
は
軒
に
近
い
松
さ
え
隠

す
ほ
ど
立
ち
込
め
た
夕
霧
を
詠
ん
で
い
る
。
ま
た

｢

雨
後
月｣

題
で
詠
ま
れ
た
⑥
は
、｢

雨｣

の
情
景
を
具
体
化
す
る
の
に
本
文

｢

三
秋
而
宮

漏
正
長
、
空
階
雨
滴｣

(『

和
漢
朗
詠
集』

上
・
秋
・
落
葉
・
三
〇
七
・
張
読)

を
用
い
て
い
る
。｢

空
階｣

は
人
影
の
な
い
階
段
、
⑥
で
は
秋

の
長
夜
、
雨
音
か
ら
軒
端
の
月
の
光
へ
、
聴
覚
か
ら
視
覚
へ
の
展
開
で
時
間
経
過
が
詠
ま
れ
、
そ
の
音
と
光
を
感
じ
と
る
主
体
の
孤
身
が
想
像

良
経
と

『

風
雅
集』

試
論

六
九



さ
れ
る
。
伏
見
院
の

｢

人
は
来
ず
は
し
に
し
た
だ
る
秋
の
雨
を
む
な
し
き
床
に
聞
き
明
か
す
か
な｣

(

御
集
・
四
一
七

｢

秋
階｣)

は
、
⑥
の
影

響
歌
で
あ
ろ
う

(｢

は
し
に
し
た
だ
る｣

の
例
は
他
に

『

雨
中
吟』

に
見
え
る
一
首
の
み)

。
た
だ
し

｢

軒｣

は
捨
象
さ
れ
聴
覚
に
絞
っ
て
空
閨

の
要
素
が
前
面
に
出
さ
れ
て
い
る
。
⑦
も
漢
詩
文
摂
取
の
例
で

(�)

、
本
文
と
し
て
よ
く
摂
取
さ
れ
る

『

白
氏
文
集』

巻
三
・
〇
一
三
一

｢

上
陽
白

髪
人｣

の

｢
蕭
蕭
暗
雨
打
レ

窓
聲｣

(『

和
漢
朗
詠
集』

上
・
秋
・
秋
夜
・
二
三
三)

に
よ
り

｢

暗
き
夜
の
窓
う
つ
雨｣

の
場
面
を
設
定
し
、
暗

闇
の
中
感
知
し
た
窓
打
つ
雨
の
音
を
軒
端
の
松
を
吹
く
秋
風
の
音
に
転
じ
て
ゆ
く
聴
覚
的
な
歌
。
本
文
の
閉
じ
込
め
ら
れ
た
ま
ま
年
老
い
た
宮

女
の
怨
情
を
想
定
す
れ
ば
、｢

松｣
｢

秋｣

に
は

｢

待
つ｣

｢

飽
き｣

の
含
意
も
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の

｢

軒
端
の
松｣

の
語
は
良
経
を
含
む
新

古
今
歌
人
の
試
み
が
京
極
派
に
継
承
さ
れ
た
も
の
で
、
勅
撰
集
で
は
⑦
が
後
世

『

新
続
古
今
集』

に
入
集
し
た
以
外
に
、
玉
葉
集
５
・
風
雅
集

２
に
し
か
見
え
な
い

(�)
。
同
様
に

｢
軒
端
の
杉｣

も
三
節
の
注
16
に
挙
げ
た
定
家
詠

(『

新
古
今
集』

六
七
二)

が
初
出
で
良
経
詠

(『

秋
篠
月
清

集』

一
二
七
七)

が
続
き
、
勅
撰
集
に
は
こ
の
定
家
詠
と

『

玉
葉
集』

の
伏
見
院
詠

(

四
八
七)

の
み
。
ま
た
良
経

｢

見
る
夢
は
み
や
ま
お
ろ

し
に
た
え
は
て
て
月
は
軒
端
の
峰
に
か
か
り
ぬ｣

(『

秋
篠
月
清
集』

秋
部
・
一
一
七
七)

の

｢

軒
端
の
峰｣

は
句
を
跨
ぐ
が
、
句
と
し
て
の
初

出
は

『

千
五
百
番
歌
合』

二
七
七
〇
の
公
経
詠
で
、
勅
撰
集
に
は
玉
葉
集
２
・
風
雅
集
１
の
み

(�)

、
等
の
例
を
見
出
せ
る
。
な
お
、
軒
詠
に
付
随

す
る
表
現
と
し
て
、
⑧
の
下
句
が

『

玉
葉
集』

の

｢
お
と
づ
れ
し
山
の
木
の
葉
は
降
り
は
て
て
時
雨
を
残
す
峰
の
松
風｣

(

冬
・
八
七
三
・
法

印
憲
実)

に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
以
上
、
良
経
の

｢

軒｣
詠
も
、
新
古
今
時
代
に
創
出
さ
れ
た
表
現
が
京
極
派
に
継
承
さ
れ
る
と
い
う
展
開
の

中
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
と
く
に
伏
見
院
と
の
関
係
は
注
目
さ
れ
る
。

四

瓦
の
松
の
情
景

『

玉
葉
集』

に
は
良
経
初
出
の
語

｢

軒
端
の
苔｣

を
含
む
次
の
歌
が
採
ら
れ
て
い
る

(｢

軒
端
の
苔｣

の
勅
撰
集
入
集
は
玉
葉
集
の
当
該
歌
の

み
。
な
お

｢

苔｣

の

｢

軒｣

を
詠
む
歌
に
つ
い
て
は
注
５
の
中
川
氏

『

玉
葉
和
歌
集』
下
・
当
該
歌
補
注
が
考
察
し
て
い
る)

。｢

山
家
の
心
を｣

七
〇



と
題
し
て

｢

瓦｣

と

｢

松｣

を
詠
む
が
、
軒
詠
で

｢

か
た
ぶ
く｣

と
詠
む
も
の
は
月
が
多
く
、
松
は
珍
し
い
。
草
庵
に
瓦
屋
根
は
そ
ぐ
わ
な
い

よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
光
景
な
の
だ
ろ
う
か
。

⑨
山
か
げ
や
軒
端
の
苔
の
下
朽
ち
て
瓦
の
上
に
松
ぞ
か
た
ぶ
く

(『

秋
篠
月
清
集』

雑
部
・
一
五
〇
五
／

『

玉
葉
集』

雑
三
・
二
二
一
〇
、
第
五
句

｢

松
風
ぞ
吹
く｣)

｢

苔
の
下｣

と

｢
瓦
の
上｣

が
対
句
的
で
も
あ
る
が
、
諸
注
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、｢

瓦｣

の

｢

松｣

は
漢
詩
句

｢

翠
華
不
レ

來
歳
月
久

牆

有
レ

衣
兮
瓦
有
レ

松｣
(『

白
氏
文
集』

巻
四
・
〇
一
四
五

｢

驪
宮
高｣)

に
も
と
づ
い
て
い
る
。
上
句
の
軒
端
の

｢

苔｣

も
同
句
に
よ
る
も
の
だ

ろ
う
。
驪
宮
は
長
安
東
郊
の
驪
山
に
あ
っ
た
離
宮
で
、
玄
宗
皇
帝
が
楊
貴
妃
の
た
め
に
華
清
宮
を
設
け
た
が
、
の
ち
に
破
壊
さ
れ
荒
廃
し
た
。

掲
出
句
の

｢

衣｣

は
牆
壁
を
覆
う
苔
、｢

松｣
(

瓦
松)

も
苔
の
一
種

(

シ
ノ
ブ
グ
サ
、
シ
ダ
類
と
も)

で
、
古
宮
の
荒
廃
を
象
徴
す
る
景
で
あ

る

(�)
。
和
歌
で
は
こ
の
詩
句
を
ふ
ま
え

｢
瓦
の
松｣

を
苔
の
意
で
詠
む
も
の
と
、
良
経
の
よ
う
に
松
の
木
を
詠
む
も
の
が
あ
る
。
後
者
の
例
で
は

早
く
源
俊
頼
に

｢�
風
の
絵
に
、
荒
れ
た
る
家
の
棟
に
草
や
木
な
ど
生
ひ
茂
り
た
る
し
た
に
、
家
あ
る
じ
と
お
ぼ
し
き
人
の
老
い
た
る
か
た
か

け
る
所
を
よ
め
る｣

と
題
す
る
歌

｢

わ
が
宿
の
瓦
の
松
の
こ
だ
か
さ
に
身
の
ふ
り
に
け
る
ほ
ど
を
こ
そ
思
へ｣

(『

散
木
奇
歌
集』

一
四
〇
七)

が
あ
り
、
俊
成
は
恋
歌
で

｢

ふ
り
に
け
る
瓦
の
上
の
松
が
根
の
深
く
は
い
か
が
人
を
頼
ま
ん｣

(『

続
古
今
集』

恋
四
・
一
二
五
六

｢

寄
松
恋
を｣

、

こ
れ
以
前
の
他
出
な
く
詠
歌
年
次
未
詳
／

｢

瓦
の
上

(

の
松)｣

の
例
は
他
に
後
代
の
頓
阿
の
連
歌

〈『

続
草
庵
集』

五
九
七〉

の
み)

と
詠
む
。

松
の
木
を
詠
む
良
経
歌
は
両
者
に
触
発
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か

(
な
お
祖
父
忠
通
の

『

法
性
寺
関
白
御
集』

に

｢

驪
宮
高｣

と
題
す
る
漢
詩
が

あ
る

〈｢

瓦
松｣

の
語
は
な
い〉)

。
た
だ
し
⑨
で
は
両
詠
の
傍
線
部
の
よ
う
に
、
瓦
屋
根
の
上
に
松
の
木
が
生
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
瓦

屋
根
の
上
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
家
屋
の
脇
に
生
え
て
い
る
松
の
木
で
あ
る
。
山
陰
に
あ
り
、
日
が
松
の
木
に
も
遮
ら
れ
る
た
め
、
軒
端
に

苔
が
生
え
、
下
が
朽
ち
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
で
は
こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
家
屋
だ
ろ
う
か
。

『

千
載
集』

に
は

｢

驪
宮
高｣

を
ふ
ま
え
て
苔
の
意
で

｢

瓦
の
松｣

を
詠
む
例

｢
ふ
る
さ
と
の
庭
は
木
の
葉
に
色
か
へ
て
か
は
ら
の
松
ぞ
緑

な
り
け
る｣

(

秋
下
・
三
七
六

｢

故
郷
落
葉
と
い
へ
る
心
を
よ
め
る｣

・
惟
宗
広
言
、
龍
門
文
庫
本
は
第
四
句

｢

か
は
ら
ぬ
松｣)

が
あ
り
、
驪

良
経
と

『

風
雅
集』

試
論

七
一



山
の
華
清
宮
を
念
頭
に
古
宮
の
庭
の
紅
葉
を
詠
ん
だ
と
解
さ
れ
て
い
る

(�)

。
ま
た
⑨
に
酷
似
す
る

｢

ふ
り
に
け
る
宿
の
軒
端
は
朽
ち
は
て
て
瓦
の

松
の
末
ぞ
か
た
ぶ
く｣

(

建
武
五
年
朗
詠
題
詩
歌
・
二
二
九
・
浄
弁)

も

｢

古
宮｣

題
の
歌
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
歌
の

｢

瓦
の
松｣

は
苔
や

シ
ノ
ブ
グ
サ
の
類
で
あ
ろ
う
。
ま
た
他
の

｢

瓦
の
松｣

の
用
例
は

｢

人
す
ま
ぬ
野
寺
の
小
篠
よ
よ
ふ
り
て
瓦
の
松
に
く
も
る
月
影｣

(

建
保
四

年
八
月
廿
四
日
歌
合
・
二
一
・
行
能

｢

古
寺
月｣)

の
よ
う
に
大
半
が

｢

古
寺｣

を
詠
み
、
古
び
た
寺
を
表
す
た
め
に
瓦
の
苔
を
詠
む
も
の
で
、

『

為
尹
千
首』

四
三
八

｢

古
寺
月｣

・
五
七
四

｢

古
寺
雪｣

(

後
者
は
歌
中
に

｢

寺｣

の
語
を
詠
ま
ず
、｢

瓦
の
松｣

と

｢

入
相
の
声｣

で

｢

寺｣

を
表
す)

、『

雅
世
集』
八
二
二

｢

古
寺
霧｣

、『

草
根
集』

八
八
二
二

｢

宮
寺｣

等
の
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら

｢

驪
宮
高｣

を
ふ
ま
え
た
歌
の

苔
む
し
た
瓦
屋
根
は
古
宮
か
古
寺
の
も
の
と
想
像
さ
れ
る
が
、｢

松
の
木｣

を
詠
む
良
経
詠
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
考
え
て
み
た
い
。

｢

驪
宮
高｣

の
作
者
白
居
易
は
長
安
の
自
邸
の
松
の
木
を
賛
美
す
る
詩
を
多
く
残
し
て
い
る
。
元
和
十
五
年

(

八
二
〇)

忠
州
か
ら
長
安
に

召
還
さ
れ
、
長
慶
元
年

(

八
二
一)
十
月
、
中
書
舎
人
に
任
じ
ら
れ
た
白
居
易
は
、
同
年
二
月
、
長
安
の
街
東
中
南
部
の
新
昌
に
初
め
て
自
宅

を
購
入
し
た

(�)
。｢

簷
漏
移
二

傾
瓦
一｣

と
描
写
さ
れ
る

｢

舊
屋｣

に
手
入
れ
を
し
て

(『

白
氏
文
集』

巻
十
九
・
一
二
五
九

｢

新
昌
新
居
、
書
レ

事

四
十
韻
。
因
寄
二

元
郎
中
・
張
博
士
一｣)

、
山
を
望
む

(

一
二
五
九

｢

簾�
當
レ

山
巻｣)

こ
の
家
屋
を

｢

吾
廬｣

(

わ
が
草
庵)

と
称
し
た

(

同
・
巻
十
一
・
〇
五
七
四

｢

翫
二

松
竹
一｣)

。｢

坐
愛
前
簷
前｣

｢

簷
松
有
二

嘉
色
一｣

(

同
・
〇
五
七
五

｢

其
二｣)

と
詠
み
、
家
の
正
面
の
軒
の

前
に
植
わ
っ
た
松
を
愛
し
た
が
、
こ
の
松

(｢

十
松｣)
は
高
い
も
の
で
三
丈
、
低
い
も
の
で
十
尺
、｢

接
以
二�
瓦
屋
一

承
二

之
白
沙
臺
一｣

と

形
容
さ
れ
る

(

同
・
〇
五
六
八

｢

庭
松｣)

。
こ
の

｢

門
戸
を
蔽
う
数
本
の
松
に
象
徴
さ
れ｣

(

妹
尾
氏
、
以
下
同)

る
自
邸
の
あ
っ
た
新
昌
は
、

高
台
に
位
置
す
る
閑
静
な
高
級
住
宅
街
で
、
白
居
易
に
と
っ
て

｢
名
実
と
も
に
高
官
達
の
集
う
中
央
政
界
へ
の
参
入
を
許
さ
れ
た
場
所｣

で
あ

り
、
皇
帝
の
起
居
す
る
繁
忙
な
政
治
都
市
・
長
安
で
政
府
高
官
を
目
指
す
官
人
生
活
を
象
徴
す
る
場
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。｢

山
家｣

す
な
わ

ち
閑
居
や
隠
棲
と
は
対
極
に
あ
る
場
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
良
経
歌
⑨
の
情
景
は

(

他
の

｢

瓦
の
松｣

詠
に
見
え
る
よ
う
な
古
宮
や
古
寺
で

は
な
く)

、｢

瓦
有
松｣

の
詩
句
を
媒
介
と
し
て
作
者
白
居
易
の
自
邸
の
瓦
屋
根
の
軒
先
に
か
か
る
松
の
イ
メ
ー
ジ

あ
る
い
は
そ
の
邸
宅
が

主
人
を
失
い
荒
廃
し
た
情
景

を
引
き
寄
せ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

七
二



良
経
に
は
隠�
へ
の
憧
れ
が
あ
る
。
谷
知
子
氏

(�)

は
そ
の
隠�
志
向
を
、
身
は
朝
廷
に
仕
え
て
も
、
和
歌
世
界
の
中
で
心
だ
け
は
山
里
へ
解
放

し
よ
う
と
す
る
姿
勢
、
精
神
的
次
元
で
の
隠�
と
捉
え
、
慶
滋
保
胤
の

『

池
亭
記』

に
典
型
的
な
官
人
生
活
と
信
仰
生
活
を
両
立
さ
せ
る
平
安

時
代
の
文
人
貴
族
や
、
遡
っ
て
吏
隠
同
一
の
心
境
を
標
榜
し
た
白
楽
天
の
系
譜
に
位
置
づ
け
る
。
ま
た
山
家
の
具
体
的
な
情
景
と
し
て
、
慈
円

の
住
む

｢

深
山
幽
谷｣

へ
の
憧
れ
や
、
祖
父
忠
通
が
俗
世
の
政
情
か
ら
隔
絶
し
た
仙
境
と
し
て
愛
し
、
兼
実
が
正
治
元
年
に
新
御
所
を
造
営
し

て
数
寄
の
地
と
見
做
し
、
良
経
自
身
も
頻
繁
に
訪
れ
隠�
の
地
を
表
す

｢

山｣

を
題
に
用
い
る
詩
歌
を
詠
ん
だ

｢

法
性
寺｣

(

京
の
東
南
部
と

い
う
所
在
地
は
新
昌
に
通
じ
る)

を
指
摘
す
る
。
⑨
も
以
上
の
指
摘
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
良
経
の
山
家
の
情
景
の
形
成
に
文
人
官
僚
白
居
易

の
漢
詩
の
世
界
が
取
り
込
ま
れ
た
例
と
考
え
て
み
た
い
。
な
お
、
こ
の
歌
は

『

玉
葉
集』

で
は
第
五
句
が
撰
者
為
兼
に
よ
っ
て

｢

松
風
ぞ
吹
く｣

と
改
変
さ
れ
て
お
り
、
軒
に
接
す
る
松
の
木
の
構
図
は
捨
象
さ
れ
て
い
る

(�)

。

五

『

風
雅
集』

夏
部
の
良
経

三
節
で
良
経
の

｢

軒｣

詠
を
め
ぐ
る
表
現
が
京
極
派
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
こ
で

『

風
雅
集』

に
採
ら
れ
た

｢

雨
晴
る

る｣

詠
に
戻
り
た
い
。
雨
後
の
月
の
光
は
京
極
派
が
好
ん
だ
情
景
で
あ
り
、
時
間
の
推
移
の
中
に
捉
え
ら
れ
る
繊
細
な
動
的
自
然
、
恋
の
物
語

等
を
喚
起
し
な
い
、
寓
意
の
な
い
叙
景
と
、
そ
の
景
を
見
つ
め
る
室
内
か
ら
の
静
か
な
視
線
と
い
う
同
歌
の
詠
み
ぶ
り
も
、
京
極
派
の
歌
風
に

通
じ
よ
う
。
こ
の
歌
を
起
点
に

『

風
雅
集』

の
良
経
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

良
経
の
歌
は

『

風
雅
集』

に
十
五
首
入
集
し
て
い
る
。
こ
れ
は

『

玉
葉
集』

の
入
集
数
十
六
首
を
踏
襲
す
る
も
の
と
ひ
と
ま
ず
捉
え
ら
れ
そ

う
だ
が

(�)

、
勅
撰
集
史
の
中
で
具
体
的
に
確
認
し
て
み
る
。
良
経
は
千
載
集
か
ら
新
続
古
今
集
ま
で
十
五
代
す
べ
て
の
勅
撰
集
に
総
計
三
二
〇
首

入
集
し
て
い
る

(�)

。
次
頁
の
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
没
後
も
新
勅
撰
集
以
降
、
続
古
今
集
ま
で
は
撰
者
と
九
条
家
の
深
い
関
係
も
あ
り
入
集
歌
数

は
多
い
。
ま
た
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
未
収
録
の
残
歌
が
減
っ
て
い
く
中
で
、
歌
数
・
比
率
と
も
続
古
今
集
と
同
等
に
し
て
い
る
新
続
古
今
集

良
経
と

『

風
雅
集』

試
論

七
三



は
明
確
に
新
古
今
・
続
古
今
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
見
て

取
れ
る
。
そ
の
間
、
鎌
倉
後
期
の
二
条
派
の
撰
集
で
、
新
後

撰
↓
続
千
載
↓
続
後
拾
遺
と
下
が
る

(

比
率
も
１
％
未
満
に

な
る)

流
れ

(

以
後
、
南
北
朝
期
も
続
き
、
新
千
載
集
・
新

拾
遺
集
が
各
々
歌
数
・
比
率
で
最
少)

の
中
で

『

風
雅
集』

を
見
れ
ば
、『

玉
葉
集』

を
継
い
で
良
経
を
積
極
的
に
評
価

し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
よ
う

(

こ
れ
は
両
集
が
新
古
今
を
評

価
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る)

。『

玉
葉
集』

に
は
家

隆
が
定
家
に
詠
み
贈
っ
た
良
経
哀
傷
歌

(

雑
四
・
二
三
九
七)

が
入
集
し
、『

風
雅
集』

が
詞
書
に
そ
の
家
隆
詠
を
記
し
て

定
家
の
返
歌

(

雑
下
・
一
九
八
三)

を
載
せ
て
い
る
こ
と
も
、

良
経
を
め
ぐ
る
両
集
の
呼
応
を
示
し
て
い
る
。

良
経
の

『

風
雅
集』

入
集
歌
十
五
首
の
部
立
の
分
布
は
、
春
２
・
夏
４
・
秋
３
・
恋
１
・
雑
３
・
賀
２

(

四
季
９
・
他
６)

。
夏
が
多
く
、

冬
・
旅
・
釈
教
・
神�
の
部
に
は
入
集
し
て
い
な
い
。
同
集
の
各
部
立
の
歌
数
は
、
春
上
中
下
300
、
夏
145
、
秋
上
中
下
279
、
恋
一
〜
五
450
、
雑

上
中
下
630
、
賀
56
で
、
良
経
歌
は
比
率
を
見
て
も
、
賀
歌
に
次
ぐ
夏
部
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た

『

玉
葉
集』

の
良
経
歌
十
六
首
は
春
１
・
夏
２
・

秋
１
・
冬
２
・
恋
２
・
雑
５
・
釈
教
２
・
神�
１
と
、
雑
部
が
目
立
つ
以
外
は

『

風
雅
集』

よ
り
満
遍
な
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
と
比
し
て
も
、

『

風
雅
集』

の
良
経
歌
は
夏
部
に
特
色
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
以
下
、
四
首

(
三
〇
一
・
三
六
八
・
三
八
一
・
三
八
九)

採
ら
れ
て
い
る

『

風

雅
集』

夏
部

(

三
〇
一
〜
四
四
五)

の
良
経
に
つ
い
て
、
入
集
歌
を
軸
に
、�
巻
頭
歌
と
、�
菖
蒲
、�
五
月
雨
、�
夏
の
月
の
各
歌
群
か
ら

考
え
て
み
る
。

七
四

良経の勅撰集入集歌数

歌集名 良経入集歌数 総歌数 比率 (％)

⑦千載集 7 1288 0.5

⑧新古今集 79 1978 3.9

⑨新勅撰集 36 1374 2.6

⑩続後撰集 28 1371 2

⑪続古今集 27 1915 1.4

⑫続拾遺集 19 1459 1.3

⑬新後撰集 14 1607 0.8

⑭玉葉集 16 2800 0.5

⑮続千載集 11 2143 0.5

⑯続後拾遺集 10 1353 0.7

⑰風雅集 15 2211 0.6

⑱新千載集 9 2365 0.3

⑲新拾遺集 8 1920 0.4

⑳新後拾遺集 11 1554 0.7��新続古今集 28 2144 1.3



�『
風
雅
集』

夏
部
は
巻
頭
に
次
の
良
経
歌
を
置
く
。

後
鳥
羽
院
よ
り
召
さ
れ
け
る
五
十
首
歌
の
中
に

後
京
極
摂
政
前
太
政
大
臣

昨
日
ま
で
か
す
み
し
も
の
を
津
の
国
の
難
波
わ
た
り
の
夏
の
あ
け
ぼ
の

(

三
〇
一)

建
仁
元
年

(
一
二
〇
一)

二
月
、
後
鳥
羽
院
の
主
催
し
た
老
若
五
十
首
歌
合
の
一
首
で
あ
る
。
能
因
・
西
行
に
、

心
あ
ら
む
人
に
見
せ
ば
や
津
の
国
の
難
波
わ
た
り
の
春
の
け
し
き
を

(『

後
拾
遺
集』

春
上
・
四
三

能
因)

津
の
国
の
難
波
の
春
は
夢
な
れ
や
葦
の
枯
葉
に
風
わ
た
る
な
り

(『

新
古
今
集』

冬
・
六
二
五

西
行)

と
詠
み
継
が
れ
た

｢

津
の
国
の
難
波
わ
た
り
の
春｣

を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、｢

夏
の
あ
け
ぼ
の｣

を
提
示
し
て
、
夏
の
は
じ
ま
り
を
告
げ
る
開
巻

宣
言
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。｢
夏
の
あ
け
ぼ
の｣

は
新
古
今
時
代
の
四
首

(

当
該
歌
以
外
に
慈
円
１
と
当
該
歌
に
触
発
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

後
鳥
羽
院
２)

の
あ
と
室
町
期
以
降
に
四
首
し
か
見
え
ず
、
文
治
・
建
久
期
に
流
行
し
た

｢

〜
の
曙｣

と
い
う
歌
語
群
の
中
で
は
あ
ま
り
展
開

し
な
か
っ
た

(�)
。
こ
の

｢

夏
の
あ
け
ぼ
の｣
の
語
を
含
む
歌
を
、『

風
雅
集』

は
勅
撰
集
で
唯
一
し
か
も
巻
頭
歌
と
し
て
採
っ
て
い
る
。
南
北
朝

期
以
降
の
勅
撰
集
で
は
四
季
部
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(�)
こ
と
か
ら
、
い
ま
同
集
の
四
季
部
に
注
目
し
て
巻
頭
歌
人
を
み
る
と
、

[

春
上]

為
兼
・[

春
中]

花
園
院
・[

春
下]

後
嵯
峨
院
・[

夏]

良
経
・[

秋
上]

定
家
・[

秋
中]

俊
頼
・[

秋
下]

顕
輔
・[

冬]

公
任

と
な
る
。『

玉
葉
集』

撰
者
で
京
極
派
の
中
心
人
物
為
兼
を
全
巻
の
巻
頭
に
置
き
、
本
集
監
修
者
の
花
園
院
、
両
統
の
祖
後
嵯
峨
院
が
続
く
。

定
家
以
下
は
各
々
勅
撰
集

(

新
古
今
／
新
勅
撰
・
金
葉
・
詞
花
・
拾
遺)

の
撰
者
で
、
良
経
は
唯
一
、
撰
者
で
も
上
皇
で
も
な
い
。
両
者
の
繋

ぎ
目
に
廷
臣
代
表
と
し
て
特
別
な
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
み
え
る
。
こ
の
厚
遇
は
良
経
が
夏
部
の
構
想
に
関
与
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

�｢
菖
蒲｣

歌
群

(

三
四
四
〜
三
四
八)

で
は
五
首
中
、
四
首
に

｢

軒｣
、
四
首
が

｢

五
月
雨

(

な
い
し
雨)｣

(

う
ち
三
首
は
両
者)

を
詠

む
。
こ
の
歌
群
中
に
良
経
詠
は
な
い
が
、｢

菖
蒲｣

｢

軒｣
｢

五
月
雨｣

に
雫
／
玉
水
も
詠
み
込
む
次
の
二
首
は
、｢

雨
晴
る
る｣

詠
の
影
響
歌
で

あ
ろ
う

(�)

。
以
下
、
詞
書
は
省
略
し
て
引
用
す
る
。

良
経
と

『

風
雅
集』

試
論

七
五



あ
ふ
ち
さ
く
梢
に
雨
は
や
や
晴
れ
て
軒
の
あ
や
め
に
残
る
玉
水

(

三
四
六

前
大
納
言
経
親)

あ
や
め
つ
た
ふ
軒
の
し
づ
く
も
た
え
だ
え
に
晴
れ
間
に
む
か
ふ
五
月
雨
の
空

(

三
四
七

院
冷
泉)

前
者
は
伏
見
院
近
臣
で
前
期
京
極
派
歌
壇
構
成
員
の
平
経
親
の
詠
、
後
者
は
後
期
京
極
派
歌
人
の
花
園
院
冷
泉
の
詠
、｢

雨
晴
る
る｣

詠
と
異

な
り

｢

月｣
は
登
場
し
な
い
が
、
晴
れ
間
に
向
か
う
雨
後
の
情
景
を
軒
の
菖
蒲
を
伝
う
水
滴
で
表
し
て
い
る
。

�｢
五
月
雨｣
歌
群

(

三
五
九
〜
三
六
九
、
十
一
首)

で
は
、
歌
群
終
盤
の
定
為
の
次
の
歌
が

｢

雨
晴
る
る｣

詠
の
影
響
歌
で
、
五
月
雨
、

晴
れ
間
、
月
光
、
軒
の
菖
蒲
、
露
と
構
成
要
素
が
す
べ
て
重
な
る

(

比
べ
る
と
、
良
経

｢

あ
や
め
に
す
が
る｣

の
斬
新
さ
が
際
立
つ)

。

五
月
雨
の
晴
れ
間
待
ち
い
づ
る
月
か
げ
に
軒
の
あ
や
め
の
露
ぞ
す
ず
し
き

(

三
六
七

法
印
定
為)

五
月
雨
の
雲
を
へ
だ
て
て
ゆ
く
月
の
光
は
も
ら
で
軒
の
玉
水

(

三
六
八

後
京
極
摂
政
前
太
政
大
臣

[

良
経])

定
為
は
二
条
為
氏
の
子
、
為
世
の
同
母
弟
で
二
条
派
の
歌
僧
、
右
は

『

文
保
百
首』

の
詠
。
こ
こ
で
は
良
経
の
影
響
歌
三
六
七
と
良
経
歌
三
六

八
を
並
べ
て
い
る
。
三
六
八
は
治
承
題
百
首
の

｢

五
月
雨｣

題
の
歌
で
、｢

雨
晴
る
る｣

詠
や
二
節
に
挙
げ
た
良
経
詠

(『

秋
篠
月
清
集』

七
二

五)

と
似
た
視
線
・
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は

｢

五
月
雨｣

歌
群
一
首
目
の
為
子
の
歌

｢

山
か
げ
や
谷
よ
り
の
ぼ
る
五
月
雨
の
雲
は
軒

ま
で
立
ち
み
ち
に
け
り｣

(

三
五
九

｢

山
家
五
月
雨｣)
の
軒
先
に
迫
る
五
月
雨
の
雲
の
情
景
も
、
前
掲
の
良
経
歌
③

(

↓
二
節)

や

『

秋
篠
月

清
集』

二
〇
三

(

↓
三
節
冒
頭)

と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
以
上
、
夏
部
中
盤
の��
を
い
わ
ば
伏
線
と
し
て
、
後
半
の

｢

夏
月｣

歌
群
中
に

｢

雨
晴
る
る｣

詠
が
登
場
す
る
。

�｢
夏
の
月｣

の
歌
十
三
首

(

三
八
〇
〜
三
九
二)

は
、『

玉
葉
集』

の
十
二
首
と
並
び
、
勅
撰
集
中
特
異
の
多
数
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る

(�)

。
こ
の
京
極
派
の
特
色
を
示
す
歌
群
中
に
、
良
経
の

｢

雨
晴
る
る｣

詠

(

三
八
一)

と
次
の
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
。

夕
立
の
風
に
わ
か
れ
て
ゆ
く
雲
に
お
く
れ
て
の
ぼ
る
山
の
端
の
月

(

三
八
九

｢

雨
後
夏
月
と
い
ふ
こ
と
を｣)

三
八
九
は

『

秋
篠
月
清
集』

夏
部

(

一
〇
九
〇)

に

｢

雨
後
夏
月｣

題
で
見
え
る
年
次
未
詳
の
歌
、
建
久
九
年

(

一
一
九
八)

五
月
二
日
の
奥

書
を
も
つ
後
京
極
殿
百
番
自
歌
合
に
入
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
の
建
久
期
の
詠
と
知
ら
れ
る
。
夕
立
を
降
ら
せ
た
雲
が
風
に
吹
か
れ
て
去
っ
た

七
六



山
の
端
に
昇
る
月
を
捉
え
て
、
題
に
も
と
づ
き
つ
つ
、｢

雨
晴
る
る｣

詠
同
様
、
時
間
の
推
移
の
中
に
夏
の
月
が
詠
ま
れ
て
い
る
。｢

雨
晴
る
る｣

詠
は
五
月
雨
、
三
八
九
は
夕
立
と
、
二
首
と
も
雨
後
月
を
詠
む
。｢

夏
の
月｣

歌
群
の
中
で
雨
を
詠
む
も
の
は
こ
の
二
首
の
み
で
あ
り
注
目
さ

れ
よ
う
。
さ
ら
に

『

風
雅
集』

夏
部
に
は

｢

雨
晴
る
る｣

の
語
が
散
見
す
る
。
こ
の
語
は
良
経
当
該
歌
が
早
く

(

家
隆
に
も
年
次
不
明
の
歌
が

あ
る)

、
中
世
に
多
数
見
え
る
が
、
勅
撰
集
は
新
後
撰
２
、
玉
葉
１
、
続
千
載
２
、
風
雅
３

(

良
経
当
該
歌
以
外
に
、
春
上
・
八
八
・
永
福
門

院
内
侍
、
夏
・
三
五
八
・
花
園
院
一
条)

、
新
後
拾
遺
１
、
新
続
古
今
１
で
、
夏
歌
の
入
集
は

『

風
雅
集』

が
初
。
ま
た

｢

雨
晴
れ
て｣

も
見

て
お
く
と
、
用
例
が

『
万
葉
集』

の
あ
と
院
政
期
ま
で
飛
び
、
中
世
に
多
数
。
勅
撰
集
に
は
続
千
載
１
、
風
雅
４

(

夏
の
三
五
七
及
び
四
一
八
・

進
子
内
親
王
、
四
二
五
・
俊
成
卿
女
、
雑
中
・
一
六
九
八
・
永
福
門
院
内
侍)

、
新
拾
遺
１
、
新
後
拾
遺
１
で
、
や
は
り

『

風
雅
集』

に
多
く
、

か
つ
三
首
が
夏
の
歌
と
な
っ
て
い
る
。｢

雨
は
や
や
晴
れ
て｣

と
詠
む
前
掲
三
四
六
も
含
め
、｢

雨
晴
る
る｣

及
び

｢

雨
晴
れ
て｣

は

『

風
雅
集』

夏
部
に
特
徴
的
に
見
出
せ
る
語
と
い
え
よ
う
。
そ
の
淵
源
に
良
経
詠
が
あ
る
こ
と
は
、
以
上
に
み
て
き
た
同
詠
の
扱
い
よ
り
知
ら
れ
る
。

以
上�
〜�
よ
り
、
良
経
は

『

風
雅
集』
夏
部
で
時
間
経
過
を
伴
う

｢

雨｣

の
情
景
に
存
在
感
を
示
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
鹿
目
俊
彦

氏
は

『

玉
葉
集』

『

風
雅
集』

で
は
四
季
部
全
般
に
わ
た
っ
て

｢

雨｣

の
歌
が
増
加
す
る
こ
と
、『

風
雅
集』

の
場
合
、｢

雨｣

の
歌
の
入
集
は

夏
部
が
最
も
多
い
こ
と
を
指
摘
す
る

(�)
。
良
経
詠
は

｢
雨｣

と
い
う
同
集
夏
部
の
特
徴
的
な
構
成
要
素
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

『

風
雅
集』

は
良
経
の
夏
の
雨
の
歌
の
も
つ
動
的
に
把
握
さ
れ
た
自
然
や
繊
細
な
視
線
の
も
た
ら
す
清
涼
感
を
、
そ
の
影
響
歌
も
散
り
ば
め
つ

つ
、
夏
部
の
構
成
に
活
用
し
て
い
る
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

良
経
の
菖
蒲
詠
と
し
て
新
し
さ
の
見
え
る
二
首
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
か
ら
京
極
派
和
歌
及
び

『

風
雅
集』

と
の
接
点
を
探
っ
て
み
た
。
良
経

の
二
首

｢

う
ち
し
め
り｣

｢

雨
晴
る
る｣

も
一
般
的
な
菖
蒲
詠
同
様
、
屋
根
に
葺
い
た
菖
蒲
を
詠
む
が
、
そ
の
捉
え
方
は
新
鮮
で
あ
る
。
雨
や

良
経
と

『

風
雅
集』

試
論

七
七



夕
暮
や
月
光
を
伴
う
良
経
の
菖
蒲
詠
は
、
そ
れ
ら
を
好
む
京
極
派
歌
人
の
創
作
意
欲
を
刺
激
し
た
の
だ
ろ
う
。
嗅
覚
と
視
覚
で
外
界
と
室
内
を

つ
な
ぐ
存
在

室
内
に
い
て
流
れ
て
く
る
そ
の
香
を
感
じ
取
り
、
軒
端
に
そ
の
葉
先
を
見
る
良
経
の
二
首
は
、
そ
う
し
た
菖
蒲
の
魅
力
と
表

現
の
可
能
性
を
引
き
出
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
か
。

注

(

１)
『

新
古
今
集』
夏
・
二
二
〇
〜
二
二
四
、
哀
傷
・
七
六
九
〜
七
七
二
、
恋
一
・
一
〇
四
二
〜
一
〇
四
三
、
恋
四
・
一
二
四
〇
、
雑
上
・
一
四
八
九

(

こ
の
う
ち
、
二
二
二
・
七
七
二
は
菖
蒲
の
語
は
詠
み
込
ま
な
い)

。
二
二
〇
・
七
六
九
以
外
は
節
句
の

｢

今
日｣

を
詠
み

(

二
二
一)

、
詞
書
に

｢

五

月
五
日

(

な
い
し
六
日)｣
と
記
す
な
ど
、
節
句
に
関
わ
る
歌
。

(

２)

以
下
、
新
古
今
集
の
古
注
の
引
用
は

『

新
古
今
集
古
注
集
成』

(

笠
間
書
院)

に
よ
る
。『

新
古
今
増
抄』

も

｢

雨
の
日
香
り
も
し
み�
と
深
き
も

の
な
り
。
陰
気
に
包
ま
れ
て
散
ゆ
か
ぬ
也
。
雨
気
の
時
け
ぶ
り
の
外
へ
ゆ
か
ぬ
ご
と
く
也
。
そ
れ
に
て
打
し
め
り
と
五
文
字
に
置
か
れ
た
り｣

と
注
し

て
、
雨
の
も
た
ら
す
湿
気
が
香
を
濃
く
す
る
こ
と
を
示
す
初
句
の
機
能
に
言
及
す
る
。

(

３)

引
用
は
岩
佐
美
代
子

『

藤
原
為
家
勅
撰
集
詠

詠
歌
一
躰

新
注』

(

青�
舎
、
二
〇
一
〇
年
、
底
本
は
冷
泉
為
秀
筆
本)

に
よ
る
。｢

夏｣

の
項
は

西
行
の

｢

す
ず
し
く
く
も
る｣
(

新
古
今
集
・
二
六
三)

と
こ
の
二
句
の
み
。
な
お
二
条
家
系
統
本
で
は
制
詞
に
当
該
の
二
語
は
な
い
。

(

４)

た
と
え
ば
良
経
自
身
の
他
の
菖
蒲
詠
に
も
、｢

菖
蒲
の
ね
を
か
く
る｣

｢

軒
の
菖
蒲｣

等
、
菖
蒲
の
状
態
に
言
及
す
る
歌
は
散
見
す
る
。

(

５)
｢

雨
の
夕
暮｣

に
つ
い
て
で
は
な
い
が
、
中
川
博
夫
氏
が

『
中
世
和
歌
論

歌
学
と
表
現
と
歌
人』

(

勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
／
以
下
Ａ)

や
和
歌

文
学
大
系

『

玉
葉
和
歌
集』

上
下

(

明
治
書
院
、
二
〇
一
六
・
二
〇
二
〇
年)

、『

中
書
王
御
詠
新
注』

(

青�
舎
、
二
〇
二
二
年)

｢

解
説｣

等
で
、
歌

語
の
表
現
史
を
辿
り
、｢

新
古
今
―
関
東
歌
壇
―
京
極
派
―
南
朝｣
と
継
承
さ
れ
て
い
く
道
筋
を
指
摘
し
て
い
る
。

(

６)

岩
佐
美
代
子

｢

玉
葉
風
雅
表
現
の
特
異
性｣

(『

京
極
派
歌
人
の
研
究』
改
訂
新
装
版
、
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
七
年
／
初
版
一
九
七
四
年
、
初
出
＝
一

九
六
九
年
九
月)

四
二
八
頁
。
さ
ら
に
特
異
句
と
し
て

｢

ゆ
ふ
ぐ
れ
の
あ
め｣

(
玉
葉
３
・
風
雅
９)

も
挙
げ
て
い
る
。

(

７)

以
上
、
良
経
の

｢

う
ち
し
め
り｣

詠
と
次
節
に
掲
げ
る

｢

雨
晴
る
る｣

詠
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

｢

良
経
の
菖
蒲｣

(

中
世
の
文
学

『

新
古
今
増
抄』

七

｢

月
報｣

、
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
七
年
一
一
月)

で
取
り
上
げ
た
。
本
稿
で
は
同
論
を
取
り
込
み
つ
つ
、
両
詠
と

『

風
雅
集』

及
び
京
極
派
と
の

関
係
と
い
う
視
点
か
ら
改
め
て
考
察
し
て
み
た
い
。

七
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(

８)
『

秋
篠
月
清
集』

二
三
二
、
五
一
八
、
六
二
六
、
七
二
五
、
九
一
四
、
一
〇
六
七
、
一
〇
七
七
、
一
〇
七
九
、
一
〇
八
〇
、
一
〇
八
一

(

一
〇
八
二
・

藤
原
家
房
と
の
贈
答
歌)

、
一
三
五
二
。

(
９)
詠
出
後
に
慈
円
の
北
山
樵
客
百
首
と
結
番
し
た
南
海
漁
夫
北
山
樵
客
百
番
歌
合

(『

拾
玉
集』

所
収)

の
跋
文
に

｢

建
久
五
年
仲
秋
記
之｣

と
あ
る
。

た
だ
し
同
歌
合
は
、
建
久
六
年
三
月
の
伊
勢
公
卿
勅
使
下
向
時
の
詠
を
切
入
れ
て
い
る
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系

『

中
世
和
歌
集

鎌
倉
篇』

(

同
歌

合
は
片
山
享
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年)

参
照
。

(

10)

良
経
が
女
房
歌
人
八
名
に
詠
進
さ
せ
た
百
首
歌

(『

六
百
番
歌
合』

の
後
番
と
も)

の
披
講
後
に
、
良
経
・
慈
円
・
定
家
・
俊
成
・
寂
蓮
ら
が
出
詠

し
た
五
首
歌
会

(
拾
玉
集
・
拾
遺
愚
草
に
よ
れ
ば
題
は
春
夏
秋
冬
恋)

と
さ
れ
、
家
集
に
は
同
じ
折
の
歌
が
他
に
二
首
見
え
る

(

春
部
・
一
〇
四
六
、

恋
部
・
一
四
二
四)
。
こ
の
歌
会
に
つ
い
て
は
、
森
本
元
子

『

私
家
集
の
研
究』

(

明
治
書
院
、
一
九
六
六)

三
三
二
頁
〜
、
久
保
田
淳

『

新
古
今
歌
人

の
研
究』

(

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年)

七
三
三
頁
、
片
山
享

『

校
本
秋
篠
月
清
集
と
そ
の
研
究』

(

笠
間
書
院
、
一
九
七
六
年)

研
究
篇
Ⅴ

｢

藤
原
良
経
詠
歌
年
次
考｣

、
和
歌
文
学
大
系

『

秋
篠
月
清
集
／
明
恵
上
人
歌
集』

(

秋
篠
月
清
集
は
谷
知
子
校
注
、
明
治
書
院
、
二
〇
一
三
年)

等
参

照
。

(

11)

注
10
の
和
歌
文
学
大
系

『

秋
篠
月
清
集
／
明
恵
上
人
歌
集』

が
言
及
す
る
。

(

12)

川
平
ひ
と
し

｢

軒
に
夢
み
る

中
世
和
歌
に
お
け
る

〈

視
点〉

｣
(『

中
世
和
歌
論』

笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
、
初
出
＝
一
九
九
一
年
一
月)

。

中
川
博
夫
注
５
前
掲
書
Ａ

｢〈

軒〉

を
と
お
し
て｣

(
初
出
＝
一
九
九
七
年
三
月)

。
稲
田
利
徳

｢｢

軒
端
の
山｣

考

中
世
和
歌
の
隠�
的
措
辞
の
形

成

｣
(『

国
語
国
文』

六
九
―
八
、
二
〇
〇
〇
年
八
月)

。
三
氏
と
も
論
の
前
提
と
し
て
、｢

軒｣

詠
の
用
例
数

(

川
平
氏
は
八
代
集
、
中
川
氏
は
二

十
一
代
集
＋
万
葉
集
・
新
葉
集
、
稲
田
氏
は
二
十
一
代
集)
を
掲
示
す
る
。
稲
田
氏
は

｢

軒｣

と

｢

軒
端｣

を
意
味
の
や
や
異
な
る
も
の
と
し
て
区
別

し
て
挙
げ
て
い
る
。

(

13)

こ
の
詠
歌
手
法
に
つ
い
て
は
、
早
く
稲
田
利
徳

｢

玉
葉
・
風
雅
か
ら
幽
斎
へ｣

(『

和
歌
史

万
葉
か
ら
現
代
短
歌
ま
で』

〈

共
著〉

和
泉
書
院
、
一

九
八
五
年)

、
同

｢

京
極
為
兼

新
古
今
時
代
の
和
歌
の
享
受｣

(『
国
文
学』

四
二
―
一
三
、
一
九
九
七
年
一
一
月)

で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

(

14)

な
お
良
経
に
つ
い
て
、
川
平
氏
は
内
に
在
る
主
体
の
視
座
を
分
析
す
る
中
で
、
中
川
氏
は
六
家
集
歌
人
と
京
極
派
の
試
み
の
関
係
を
論
じ
る
中
で
、

稲
田
氏
は
隠�
志
向
と
連
動
す
る
措
辞

(｢

軒
端
の
松
・
杉
・
正
木
・
岡｣

等)
を
取
り
上
げ
る
中
で
言
及
す
る
。
稲
田
氏
が

｢

全
歌
数
に
占
め
る

｢

軒
・
軒
端｣

の
歌
の
比
率
の
多
い｣

私
家
集
を
列
挙
す
る
中
で
、『

秋
篠
月
清
集』
を

『
花
園
院
御
集』

『

伏
見
院
御
集』

に
続
く
三
位
に
挙
げ
て
い

良
経
と

『

風
雅
集』

試
論

七
九



る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

(
15)

以
上
、
十
題
・
治
承
題
・
西
洞
隠
士
各
百
首
に
つ
い
て
は
、
注
10
の
久
保
田
氏
前
掲
書
・
第
三
篇
第
二
章
第
三
節

｢

新
儀
非
拠
達
磨
歌
の
時
代

建
久
期

｣

及
び
和
歌
文
学
大
系

『

秋
篠
月
清
集
／
明
恵
上
人
歌
集』

参
照
。

(

16)
｢

か
た
ぶ
く
軒｣

は

『

新
編
国
歌
大
観』

で
は
こ
れ
が
初
出
、
室
町
期
に
少
数
の
用
例
が
見
え
る
。
定
家
に

｢

軒
ぞ
か
た
ぶ
く｣

(『

拾
遺
愚
草』

一

六
九
八)
の
例
が
あ
り
、
川
平
氏
注
12
論
文
が

『

白
氏
文
集』

の
詩
句

｢

簷
漏
移
傾
瓦｣

と
通
い
合
う
表
現
と
指
摘
し
て
、
良
経
の
①
詠
も
参
照
と
し

て
掲
げ
る
。｢
雪
お
も
る
な
り｣

は
同
歌
合
に
参
加
し
た
定
家
も

｢

山
家
雪｣

題
で

｢

待
つ
人
の
ふ
も
と
の
道
は
た
え
ぬ
ら
ん
軒
端
の
杉
に
雪
お
も
る

な
り｣

(『

新
古
今
集』

冬
・
六
七
二
／

『

拾
遺
愚
草』

二
四
六
三)

と
同
じ
五
句
を
詠
ん
で
い
る
。
後
年
の
良
経
歌

｢

う
ち
は
ら
ひ
今
朝
だ
に
人
の
と

ひ
こ
か
し
軒
端
の
杉
の
雪
の
下
折
れ｣

(『

秋
篠
月
清
集』

冬
部
・
一
二
七
七

｢

又
影
供
に
、
山
家
朝
雪｣)

の
人
を
待
つ
設
定
と

｢

軒
端
の
杉｣

と
深

雪
の
情
景
、｢

山
人
の
木
の
下
道
は
た
え
ぬ
ら
む
軒
端
の
ま
さ
き
紅
葉
散
る
な
り｣

(『

秋
篠
月
清
集』

四
三
八
、
治
承
題
百
首
・
紅
葉)

の
点
線
部
の

口
吻
・
骨
格
は
、
定
家
の

｢
待
つ
人
の｣

詠
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
良
経
に
は
、
定
家
詠

｢

し
の
び
す
む
心
も
た
へ
ず
山
か
げ
や
軒
端
に
か
か

る
松
の
雪
折
れ｣

(

建
久
六
年
民
部
卿
家
歌
合
・
一
六
〇)

を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る

｢

山
里
は
い
く
へ
か
雪
の
つ
も
る
ら
む
軒
端
に
か
か
る
松
の
下

折
れ｣

(『

秋
篠
月
清
集』

八
六
四
、
千
五
百
番
歌
合
・
冬
／

『

続
後
撰
集』

冬
・
五
一
五)

も
あ
り
、
雪
深
い
山
里
に
軒
端
を
配
す
る
情
景
が
定
家
と

の
交
流
の
中
で
育
ま
れ
て
い
っ
た
跡
が
見
え
る
。
な
お

｢

雪
お
も
る
な
り｣

の
入
集
は
勅
撰
集
で
は
定
家
の

『

新
古
今
集』

当
該
歌
の
み
。
用
例
は
定

家
・
良
経
の
当
該
歌
の
他
、『

宝
治
百
首』

の
一
首

(

二
一
六
一
・
道
助
法
親
王)

の
み
。｢

雪
お
も
る｣

は
定
家
に
も
う
一
例

｢

雪
お
も
る
松
の
ひ
び

き
を
友
と
し
て
山
路
も
冬
も
深
き
宿
か
な｣

(『

拾
遺
愚
草
員
外』

二
三
九)

が
あ
り
、
や
は
り
良
経
の
召
し
に
よ
る
建
久
二
年
六
月
詠
四
十
七
首
和
歌

の
一
首
。『

新
古
今
集』

以
後
、
前
掲
道
助
詠
以
外
に
十
例
ほ
ど
見
出
せ
る
。

(

17)

谷
知
子

｢｢

治
承
題
百
首｣

｢

南
海
漁
夫
百
首｣

の
世
界

『
新
古
今
集』

巻
頭
歌
の
生
成

｣
(『

中
世
和
歌
と
そ
の
時
代』

笠
間
書
院
、
二
〇

〇
四
年
、
初
出
＝
一
九
八
八
年
八
月)

は
②
に
つ
い
て
、｢

｢

の
き
の
し
づ
く｣

は
閑
居
の
つ
れ
づ
れ
に
詠
ま
れ
る
も
の
だ
が
、
良
経
は
人
物
を
排
し
、

絵
画
的
構
図
の
中
で
人
物
不
在
の
閑
居
を
描
き
出
し
た｣

こ
と
を
指
摘
、
同
じ
折
の
軒
詠

｢

う
ち
も
寝
ず
待
つ
夜
ふ
け
ゆ
く
ほ
と
と
ぎ
す
軒
に
か
た
ぶ

く
月
に
鳴
く
な
り｣

(

四
一
六

｢

郭
公｣)

や

｢

雨
晴
る
る｣

詠
と
と
も
に

｢
絵
画
的
構
図｣

を
と
る
歌
と
し
て
い
る
。

(

18)
『

千
五
百
番
歌
合』

の
藤
原
良
平

(

良
経
の
弟)

の
歌

｢

山
里
は
軒
端
の
岡
を
吹
く
風
に
こ
ほ
り
て
落
つ
る
松
の
白
雪｣

(

冬
・
一
九
四
四)

は
良
経

の
当
該
歌
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、｢

軒
端
の
岡
、
い
と
聞
き
よ
か
ら
ず｣

(

季
経
判)

と
評
さ
れ
て
い
る
。

八
〇



(

19)
｢

窓｣

を
詠
む
歌
は
漢
詩
の
世
界
と
の
親
近
性
が
高
い
。
岩
松
研
吉
郎

｢

窓
の
周
辺

京
極
派
歌
風
の
一
面｣

(『

芸
文
研
究』

四
六
、
一
九
八
四

年
一
二
月)

参
照
。
良
経
歌
で
は
他
に

｢

窓
わ
た
る
よ
ひ
の
蛍
も
か
げ
消
え
ぬ
軒
端
に
白
き
月
の
は
じ
め
に｣

(『

秋
篠
月
清
集』

夏
部
・
一
〇
九
六

｢
蛍｣)

の
傍
線
部
も
、｢

空
夜
窓
閑
蛍
度
後
、
深
更
軒
白
月
明
初｣

(『

和
漢
朗
詠
集』

上
・
夏
・
夏
夜
・
一
五
二
・
紀
長
谷
雄)

に
よ
る
表
現
で
、
歌

語
と
し
て
は
先
例
も
な
く
珍
し
い
。

(

20)

ゆ
え
に
岩
佐
美
代
子

『

玉
葉
和
歌
集
全
注
釈』

上

(

笠
間
書
院
、
一
九
九
六
年)

五
四
一
番
歌
補
説
は

｢

軒
端
の
松｣

を

｢

京
極
派
特
異
句｣

と
し
、

注
５
の
中
川
氏

『

玉
葉
和
歌
集』

上
・
同
歌
補
注
は
京
極
派
以
前
に
新
古
今
歌
人
が
詠
出
し
た
措
辞
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

(

21)

注
５
の
中
川
氏

『
玉
葉
和
歌
集』

下
・
二
〇
〇
五
番
歌
補
注
に
言
及
が
あ
る
。『

玉
葉
集』

二
一
二
三
・
永
福
門
院
の

｢

軒
端
の
峰｣

詠
に
詠
ま
れ

る

｢

檜
原｣

の

｢

嵐｣
も
良
経

(

千
五
百
番
歌
合)

に
先
例
が
あ
る
旨
、
同
書
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(

22)

白
居
易
の
詩
文
の
引
用
及
び
解
釈
は

(

前
引
の
詩
句
も
含
め)

、
新
釈
漢
文
大
系

『

白
氏
文
集』

一
・
二
上
下
・
四

(

岡
村
繁
校
注
、
明
治
書
院
、

二
〇
一
七
・
二
〇
〇
七
・
一
九
九
〇
年)

に
よ
る
。

(

23)

新
日
本
古
典
文
学
大
系

『

千
載
和
歌
集』
(

片
野
達
郎
・
松
野
陽
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年)

。
久
保
田
淳
説
と
し
て
引
く
。

(

24)

以
下
、
長
安
新
昌
の
白
居
易
の
自
宅
に
つ
い
て
は
、
妹
尾
達
彦

｢

白
居
易
と
長
安
・
洛
陽｣

(『

白
居
易
研
究
講
座』

第
一
巻
、
勉
誠
社
、
一
九
九
三

年)

参
照
。
後
文
の

｢

妹
尾
氏｣

と
し
た
引
用
も
同
論
に
よ
る
。

(

25)

谷
氏
注
17
前
掲
書

｢

良
経
の

｢

隠�｣
志
向｣

(
初
出
＝
一
九
九
一
年
六
月)

及
び

｢

九
条
家
と
法
性
寺

忠
通
か
ら
良
経
へ

｣
(

初
出
＝
二

〇
〇
二
年
一
二
月)

。

(

26)

岩
佐
氏
注
20
前
掲
書
・
下
及
び
中
川
氏
注
５
の

『

玉
葉
和
歌
集』

下
に
改
変
に
つ
い
て
の
評
が
あ
る
。
な
お

『

平
家
物
語』

巻
七
・
福
原
落
に

｢

驪

宮
高｣

を
引
い
て

｢

鴦
の
瓦
、
玉
の
石
畳
、
い
づ
れ
も
い
づ
れ
も
三
年
が
程
に
荒
れ
は
て
て
、
旧
苔
道
を
ふ
さ
ぎ
、
秋
の
草
門
を
閉
づ
。
瓦
に
松
お
ひ

墻
に
蔦
し
げ
れ
り
。
台
傾
い
て
苔
む
せ
り
。
松
風
ば
か
り
や
通
ふ
ら
ん
。｣

と
あ
る
の
は
玉
葉
集
歌
と
通
じ
る
景
か
。

(

27)

糸
賀
き
み
江

｢

風
雅
和
歌
集
の
新
古
今
歌
人｣

(『

中
世
の
抒
情』

笠
間
書
院
、
一
九
七
九
年)

は
、『

風
雅
集』

に
お
け
る
良
経
の
入
集
状
況
を
分

析
し
て
、｢

さ
ほ
ど
重
ん
じ
ら
れ
て
い
な
い｣

『

玉
葉
集』

と

｢

同
程
度
の
認
め
ら
れ
よ
う｣

と
し
、
入
集
歌
の
作
歌
年
次
は
そ
の
生
涯
の
殆
ど
全
般
に

わ
た
る
こ
と
、
四
季
歌
が
雑
歌
の
三
倍
数
採
択
さ
れ
て
お
り
、
四
季
歌
で
特
質
を
打
ち
出
そ
う
と
し
た
同
集
の
方
向
に
沿
う
こ
と
を
指
摘
す
る
。

(

28)
『

秋
篠
月
清
集』

は
他
人
詠
を
含
め
一
六
一
〇
余
首
。
片
山
氏
注
10
前
掲
書
に
同
集
補
遺
と
し
て
良
経
歌
一
六
三
首
を
集
成
す
る
。

良
経
と

『

風
雅
集』

試
論

八
一



(

29)

新
古
今
歌
人
の
歌
語

｢

〜
の
曙｣

を
め
ぐ
る
試
み
に
つ
い
て
は
、
谷
氏
注
17
前
掲
書

｢『

六
百
番
歌
合』

の
歌
こ
と
ば

新
古
今
前
夜
か
ら
京
極

派
へ

｣
(

初
出
＝
一
九
九
四
年
一
一
月)

が
論
じ
て
お
り
、
良
経
当
該
歌
の
風
雅
集
入
集
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
橋
介

｢

春
の
あ
け
ぼ
の

秋
の
ゆ
ふ
ぐ
れ

新
古
今
歌
人
の
一
視
座

｣
(『

文
学
史
研
究』

二
〇
、
一
九
八
〇
年
八
月)

は

｢

夏
の
あ
け
ぼ
の｣

と
い
う
語、
で
は
な
く
、

後
拾
遺
〜
金
葉
集
の
時
代
の
歌
が

｢｢

夏
の
あ
け
ぼ
の｣

と
い
う
時、
間、
に
お
け
る
郭
公
の
声｣

(

傍
点
引
用
者)

を
か
な
り
類
型
化
さ
れ
た
形
で
詠
出
し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
良
経
当
該
歌
は
海
浜
の
夏
の
曙
を
設
定
し
て
い
る
点
で
新
鮮
味
が
あ
る
か
。

(

30)

小
川
剛
生

『
中
世
和
歌
史
の
研
究

撰
歌
と
歌
人
社
会』

(

塙
書
房
、
二
〇
一
七
年)

は
、
鎌
倉
後
期
以
降
の
勅
撰
集
に
お
い
て
、
四
季
部
と
入
集

歌
人
の
調
整
等
に
も
使
用
さ
れ
る
そ
れ
以
降
の
部
と
で
は
別
物
で
あ
り
、｢

撰
歌
の
方
針
も
評
価
の
規
準
も
異
な
っ
て
い
た｣

、｢

四
季
部
こ
そ
集
の
オ

モ
テ

(

晴)｣
(

一
〇
頁)
と
指
摘
す
る
。

(

31)

糸
賀
氏
注
27
論
文
は
、
三
四
七
番
歌
及
び
後
掲
三
六
七
番
歌
を

｢

雨
晴
る
る｣

詠
と

｢

類
似
し
た
歌｣

と
し
て
挙
げ
る
。

(

32)

岩
佐
美
代
子

『

風
雅
和
歌
集
全
注
釈』

上

(

笠
間
書
院
、
二
〇
〇
二
年)

三
八
〇
番
歌
補
説
。

(

33)

鹿
目
俊
彦

『

風
雅
和
歌
集
の
基
礎
的
研
究』

(

笠
間
書
院
、
一
九
八
六
年)

第
三
編
第
三
章

｢

夏
部
の
構
成
と
歌
題｣

。『

風
雅
集』

の
独
自
性
を
明

示
す
る
歌
題
と
し
て

｢

夕
立｣

を
検
討
す
る
中
で
指
摘
し
て
い
る
。

＊
引
用
本
文
は
以
下
の
と
お
り
。
い
ず
れ
も
清
濁
・
句
読
点
は
私
意
。
適
宜
漢
字
を
当
て
、
踊
り
字
を
ひ
ら
き
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
改
め
、
送
り
仮
名
を

補
う
な
ど
、
表
記
を
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。
新
古
今
集
…

『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴
重
典
籍
叢
書』

(

伝
冷
泉
為
相
筆
本)

、
風
雅
集
…
岩
佐
美
代
子

『

風
雅
和
歌
集
全
注
釈』

(

笠
間
書
院)

、
秋
篠
月
清
集
・
和
漢
朗
詠
集
…
和
歌
文
学
大
系
、
六
百
番
歌
合
…
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
平
家
物
語
…
新
編
日
本

古
典
文
学
全
集
。
他
の
和
歌
の
引
用
、
及
び
歌
番
号
は

『

新
編
国
歌
大
観』

に
よ
る
。

八
二


